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Ⅰ　序論

　我が国では、核家族化が進行し、共働き家
庭が増加している。児童のいる世帯は全世帯
の23.3％であり、世帯構造は夫婦と子どもの
核家族は75.1％と年々増加している１）。また
共働き世帯も年々増加し、1997年以降は男性
雇用者と無業の妻からなる世帯数を上回り、
2007年頃に1,000万世帯を超え始め、特に2012
年からその差は急速に拡大し、2019年には
1,245万世帯になっている２）。それに伴い、｢夫
は外で働き、妻は家庭を守るべきである」と
いう伝統的性別役割分業という考えに反対
する者は男女とも長期的に増加傾向であり２）、
子育てを夫婦で行うものという考えが浸透し
つつある。
　子育てにおける父親の関わりは、子どもの
社会性の発達３）や母親の精神的な安定をも
たらすこと４－６）が報告されており、父親は母

子にとって重要な存在である。また、森下７）

は「父親自身の価値観や親役割に対する態度
といった個人的な要因だけではなく、家族と
の関係からも影響を受けながら育児に関わっ
ていること、そして育児を通して父親自身も
親として発達することが示された。」と述べ
ており、子育ては父親自身の発達にとって意
味があり、父親の親性の獲得や発達に良い影
響を与えているといえる。一方で、妊娠など身
体的な変化をともなう体験を得られない男性
は母親とは親性の獲得に時期のズレがあり８）、
そのズレが母親との役割意識のギャップを生
み、父親の戸惑いだけではなく、父親と母親
の間の葛藤も起きている９）との報告もある。
　男性の就労について、週就業時間が60時間
以上の者の割合が全年代の男性うち30代40代
に多く10）、国際的にも仕事及び通勤等の仕事
関連時間が長い11）ことが報告されている。
父親が仕事や家事だけでなく子育ての役割を
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３．親性：親になることを「子どもをもち養
育していく過程で役割や意識を獲得してい
くことと捉え、夫婦関係を基盤とし、自律
性、親和性、責任感、負担感などの感情を
伴いながら親になることによってもたらさ
れる個人の人格的特性」17）とした。

Ⅲ　研究方法

１．研究デザイン
　量的研究：記述的相関研究
２．調査対象者
　A県内の５市町村において、実施されてい
る生後４か月児の乳児健康診査（以下、乳児
健診とする）を受診した子どもの父親、産前
産後ケア事業施設を利用した子どもの父親及
び産婦人科施設で出生した子どもの父親334
人である。
３．調査期間
　2022年１月20日から2022年９月30日
４．データ収集方法
　調査用紙は無記名による自記式質問紙であ
り、記入後郵送法により回収した。
５．調査内容
１）対象の属性

　父親の年齢、子どもの数、子どもの年齢、
家族構成、睡眠時間など
２）就労状況

　就労時間、勤務形態（常勤、常勤以外）、
子ども誕生後の就労時間の変化の有無、職場
のサポートとして子ども誕生後の就労調整の
困難さの有無、職場の上司や同僚などの理解
や支えの有無、育児休業取得の有無と期間
３）親性

　親性は、森永17）が作成した親性４因子16
項目を使用した。構成は、「役割遂行への適
応感」４項目、「役割期待への負担感」４項目、

「人間的成長・責任感」５項目、「児に対する
親和性」３項目の計16項目であり、「全くそ
う思わない；０点」～「非常にそう思う；３

担うことを妻から求められても育児時間を捻
出することが難しい状況におかれている。こ
のような就労状況では父親に時間的余裕が無
い上、親性の獲得時期のズレによる父親役割
を担うことへの戸惑いや妻からの父親役割の
期待に対する負担により生活の質や健康状態
に影響が及ぶ可能性があると考えられる。
　父親の心身の健康に関する先行研究では、産
前から産後４か月頃までを対象とした研究12）

や、末子が中学生以下の子どもの育児に積極
的に関わる父親を対象とした研究13）がされ
てきた。しかし、これらは父親役割を担うこ
とへの戸惑いや妻からの父親役割の期待に対
する負担など親性については検討されていな
い。
　また、近年、父親の産後うつが報告され14）、
日本人男性の周産期うつの有病率は約10％で
あり、有病率のピークは生後３～６か月であ
る15）と報告されていることからその時期に
ある子どもをもつ父親の心身の健康に着目し、
就労状況や父親の親性との関連を検討したい
と考えた。
　そこで、本研究の目的は、生後４か月頃の
子どもをもつ父親の心身状態として健康関連
Quality of Life（Health-Related Quality of Life：
以下HRQOLとする）と就労状況及び親性と
の関連から影響要因を明らかにし、母子の支
援者である父親への支援について示唆を得る
ことである。

Ⅱ　用語の定義

１．HRQOL：医療評価の新しい指標として、
住民や患者の視点に立脚した主観的なアウ
トカム指標の名称である16）。

２．就労状況：就労時間、勤務形態、子ど
も誕生後の就労時間の変化、職場のサポー
トとして子ども誕生後の就労調整の困難さ、
職場の上司や同僚などの理解や支え、育児
休業取得とした。
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点」の４件法で尋ね、４因子ごとに得点を算
出した。各４因子の得点が高いほど親性が高
いとみなす。
４）HRQOL

　HRQOLは「SF－8TM 日本語版 スタンダー
ド版（１ヵ月）（SF－8 Health Survey：健康
関連QOL尺度）」16）を用いた。HRQOLは「身
体的サマリースコア（Physical Component 
Summary：以下、PCSとする）」及び「精神的
サマリースコア（Mental Component Summary：
以下、MCSとする）」と８つの下位因子であ
る健康概念の得点が自動的に算出され、50点
より高い値は国民標準値に比べHRQOLが高
いことを意味する。
６．分析方法
　データの統計解析処理には、統計解析ソフ
トウエアIBM　SPSS for windows Ver. 27を
使用し、検定の有意水準は５％未満とした。
１）対象の属性、親性、HRQOL

　属性、親性、HRQOLは単純集計及び記述
統計量を算出し、親性の４因子の内的整合性
を示すクロンバックのα信頼係数を算出した。
HRQOLについてはSF－8のガイドラインに従い、
下位因子８項目の各スコア及び各サマリース
コアを算出した。

２）HRQOLと属性、就労状況及び親性との
　　関連

（１）HRQOLと属性及び就労状況との関連
　HRQOLの各サマリースコアと属性の父親
の年齢、睡眠時間はPearsonの積率相関分析
を、子どもの数はSpearmanの順位相関分析
を行った。また、HRQOLの各サマリースコ
アと就労状況について、就労時間はPearson
の積率相関分析を、就労状況は２群に分けて
t検定を行った。

（２）HRQOLと親性との関連
　HRQOLと親性は、HRQOLの各サマリー
スコアと親性４因子の「役割遂行への適応感」、

「役割期待への負担感」、「人間的成長・責任感」
はPearsonの積率相関分析を、「児に対する親

和性」はSpearmanの順位相関分析を行った。
３）HRQOLに影響する要因

　HRQOLの各サマリースコアを従属変数に
HRQOLに関連がみられた項目を独立変数と
して重回帰分析を行った。なお、独立変数が
質的データの場合はダミー変数を用いた。
７．倫理的配慮
　本研究は新潟青陵大学大学院看護学研究科
倫理審査委員会の承認を得て実施した（2022
年８月19日承認、承認番号202201）。本調査
では地域及び施設の責任者と調査対象者に、
研究の趣旨、研究協力の任意性及び中断、同
意撤回の自由、データの管理方法、個人情報
の保護、調査結果の公表について文書と口頭
にて説明した。

Ⅳ　結果

　調査用紙は母親を通じて父親334人に渡り、
122人から回答を得た（回収率36.5％）。属性
や就労状況は１～２人に無回答があったが、
親性とHRQOLの質問項目は全回答であった
ため分析に支障がないと判断し122人を分析
対象とした（有効回答率100.0％）。

１．対象の概要
１）対象の属性

　父親の年齢は、平均33.84（SD 5.82）歳で
あった。子どもの数は１人が59人（48.4％）、
２人が43人（35.2％）であり、子どもの月齢は
４か月が111人（91.0％）、その前後の３か月
が５人（4.1％）、５か月が３人（2.5％）、６
か月が１人（0.8％）、無回答２人（1.6％）で
あった。家族形態は核家族が88人（72.1％）
と多かった。睡眠時間は平日6.54（SD 1.00）
時間、休日7.23（SD 1.21）時間であった。
２．就労状況　
　職業の勤務形態は常勤が111人（91.0％）
と最も多かった。就労時間は通勤にかかる時
間も含めて就労時間とし、７時間から16時間
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表1　HRQOLのスコア

であり、平均10.18（SD 1.96）時間であった。
　子どもの誕生後における就労時間の変化は、

「変わらない」が99人（81.1％）と最も多く、
就労調整の困難さは困難と感じている人は全
体の約３割であった。一方、職場の上司や同
僚の理解や支えの有無は、「理解や支えがあ
る」と感じている人は96人（78.7％）、「理解
や支えがない」と感じている人は26人（21.3
％）であった。
　育児休業の取得は、今回初めて取得した人
が25人（20.5％）、今回及び過去も取得した
人が３人（2.5％）、過去に取得した人が２人
（1.6％）、今まで一度も取得したことがない
人は91人（74.6％）、無回答１人（0.8％）で
あった。また、今回初めて取得した人と今回
及び過去も取得した人の取得期間は１か月以
下が21人（75.0％）と最も多かった。
３．親性４因子
　親性４因子の各得点は、「役割遂行への適
応感」は7.44（SD 2.55）点（α係数0.704）、「役
割期待への負担感」は8.54（SD 2.43）点（α
係数0.773）、「人間的成長・責任感」は11.17（SD 
2.40）点（α係数0.667）、「児に対する親和性」
は8.00（7.00－9.00）点（α係数0.758）であった。
４．HRQOLのスコア（表１）
　HRQOLは身体的側面と精神的側面の各サ

マリースコアと８つの下位因子を算出した。PCS
は50.21（SD 6.15）点で、国民標準値の平均値
に比べて高かった。MCSは48.82（SD 7.02）
点で国民標準値の平均値に比べて低かった。
また、８つの下位因子で国民標準値より低
かったのは、「体の痛み（BP）」49.33（SD 
10.01）、「日常役割機能（精神）（RE）」49.54（SD 
6.79）、「心の健康（MH）」49.37（SD 7.20）で
あった。

５．HRQOLと属性、就労状況及び親性との
　　関連

１）HRQOLと属性との関連（表２）

　HRQOLと属性との関連がみられたのは、
PCSと「子ども数」（ρ=0.224）とに弱い正の
相関が認められたのみであった。

２）HRQOLと就労状況との関連
　　（表３－１、表３－２）

　HRQOLと就労状況との関連で有意差が認
められたのは、PCSでは「子どもの誕生後の
就労調整の困難さ」（p=0.000）で、就労調整
の困難を感じている方が46.85（SD 6.69）と
感じていない方に比べて身体的健康は低かっ
た。また、「職場の上司や同僚の理解や支え」
（p=0.004）であり、理解や支えがあると感
じている方が51.03（SD 5.80）と感じていな
い方に比べて身体的健康は高かった。
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　MCSでは「子ども誕生後の就労調整の困
難さ」（p=0.004）で、就労調整の困難を感じ
ている方が45.43（SD 7.98）と感じていない
方に比べて精神的健康は低かった。また、「職
場の上司や同僚の理解や支え」（p=0.021）で
あり、理解や支えがあると感じている方が
49.58（SD 6.65）と感じていない方に比べて
精神的健康は高かった。
３）HRQOLと親性との関連（表４）

　HRQOLと親性との関連がみられたのは、

PCSと ｢役割期待への負担感｣（r=0.205）と
に弱い正の相関が認められた。また、MCS
と「役割遂行への適応感」（r=0.472）、「役割
期待への負担感」（r=0.331）、「児に対する親
和性」（ρ=0.288）に弱い正の相関が認めら
れた。
６．HRQOLに影響する要因
　HRQOLと属性、就労状況及び親性と関連
がみられた項目が、HRQOLに影響する要因
かどうかを検討するために重回帰分析を行っ

表2　HRQOLと年齢、子どもの数、睡眠時間との関連

表3－1　HRQOLと就労時間との関連

表3－2　HRQOLと就労状況との関連
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p=0.002）が正の有意な影響要因であり、「子
ども誕生後の就労調整の困難さ」（β=－0.244、
p=0.009）は負の有意な影響要因であった。

Ⅴ　考察

１. HRQOLが示す生後4か月頃の子どもを
もつ父親の健康

　本研究の対象である父親の概要は、平均年

表5  PCSに影響する要因

表4　HRQOLと親性との関連

表6　MCSに影響する要因

た。
１）PCSに影響する要因（表５）

　PCSには「子どもの数」（β=0.234、p=0.006）
と「職場の上司や同僚の理解や支え」（β=0.197、
p=0.024）が正の有意な影響要因であり、「子
ども誕生後の就労調整の困難さ」（β=－0.217、
p=0.024）は負の有意な影響要因であった。
２）MCSに影響する要因（表６）

　MCSには「役割遂行への適応感」（β=0.307、
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齢33.84（SD 5.82）歳であった。また、出生
時の平均年齢は2020年人口動態統計18）によ
ると、第１子出生時の平均年齢は32.8歳、第
２子出生時の平均年齢は34.7歳であり、おお
よそこの年齢に相当していた。家族形態は核
家族の割合が72.1％で、2017年国民生活基礎
調査１）によると夫婦と子どもの核家族は75.1
％であり、日本の平均的な集団であったと思
われる。
　生後４か月頃の子どもをもつ父親の健康に
ついてHRQOLを調査した結果、2017年日本
の男性の国民標準値の平均値に比べてPCSは
高くMCSは低いことが明らかになった。日本
人男性の周産期うつの有病率は約10％であり、
有病率のピークは生後３～６か月である15）

こと、また、父親の抑うつが母親や子どもへ
影響を及ぼす可能性19）も示唆されているこ
とから、この時期の父親の精神的健康に注意
する必要性があると考えられる。日本の施策
として、2021年２月の「成育基本法」では父
親の産後うつが課題であり、また父親の孤立
を防ぐ対策を講ずることが急務である20）と
指摘された。同時に、母親と子どもの支援者
である父親も支援の対象であると明確に位置
付けられ、今後支援者を支援する取り組みが
重要であるとされている。

２．就労状況と親性の関連からみた父親の
HRQOLに影響する要因　

１）HRQOLと子どもの数について

　父親のHRQOLと子どもの数について、本
研究では子どもの数の増加は父親の身体的健
康を向上させる要因であった。髙木12）の研
究では、複数の子をもつ父親の方が１人の子
どもをもつ父親より心身の健康度が有意に低
かった。しかし、髙木・小崎13）は、子どもの
数と心身の健康には関連がみられなかったと
報告しており、相反する結果であった。その
理由は、研究対象が子どもの年齢の違いや妊
娠・産後など調査時期の違い、HRQOLの分
析方法の違いや他の尺度の使用によるためと

思われる。一般的に子どもが複数人いること
は、子どもの世話や家事など行動範囲が広が
ることや活動量が増えると疲労感が増加し身
体的な影響が考えられる。先行研究の報告と
の違いから今後更なる研究の蓄積が必要であ
る。
２）HRQOLと就労状況について

　父親のHRQOLと就労状況については、「子
ども誕生後の就労調整の困難さ」は身体的健
康及び精神的健康を低下させ、「職場の上司
や同僚の理解や支え」は身体的健康を向上さ
せる要因であったことから、就労状況が父親
に与える影響は大きいと推察される。本研究
での父親の育児休業取得状況をみると、今回
初めて取得した人と今回及び過去も取得し
た人の合計割合は23.0％であり、2020年度の
12.7％ 21）に比べ高かった。また、取得期間は１
か月以下が75.0％であり、2018年度の81.0％ 22）

とほぼ同数であったことから、父親も子ども
の誕生後に育児休業等を取得できる就労の調
整が必要であると考える。一方、多賀23）に
よると男性は仕事を通し、生計を担うと共に
自己実現や社会的成功を掴もうとする考えや、
職場の要請に応じて長時間働くことについて
必ずしも否定的に捉えていない人もいると述
べている。これらから、父親にとって職場は
重要な場であるからこそ、必要な時に就労調
整が容易にでき、互いを理解し支え合える職
場の環境づくりが求められると考える。
３）HRQOLと親性について

　本研究で用いた親性４因子は、父親役割を
遂行することへの適応や妻から父親として期
待されることへの負担、父親であることに関
する父親自身や子どもへの気持ちを問う内容
で構成されている。親性４因子のCronbach’
α係数は高いとはいえないが、森永17）とほぼ
同様の値であったため妥当と判断した。父親
のHRQOLと親性については、「役割遂行へ
の適応感」は精神的健康を向上させる要因で
あった。高橋ら24）は子どもの誕生後に家族と
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生活を送る中で、生後１か月頃までは妻を思
いやるという様子で父親としての意識はみら
れないが、生後４か月頃から家族との生活が
楽しいといったように生活に変化が起こって
きていると報告している。父親役割に適応し
ていく過程において、デッカー・丸山25）は、
生物学的に「父親になる」ことは誰にでもで
きるが、「父親をする」ためには親になると
いう準備段階を経て父親としての発達プロセ
スを体験することが、父親としての認識には
不可欠であると述べている。前山・中村26）

は父親になる実感が湧かない焦燥感や子育て
への漠然とした不安を抱えながらも妻を支え
ることで自分にできることを模索する父親の
姿が明らかになっていると報告している。こ
のことから、看護職は父親を母子の支援者と
して捉えるだけでなく、子育てをする当事者
であり、子育てを通して父親として発達する
存在であることを認識することが重要なので
はないだろうか。

Ⅵ　本研究の限界と課題

　本研究は、生後４か月頃の子どもをもつ父
親のHRQOLを明らかにするとともに、HRQOL
と関連すると思われる就労状況及び親性との
関連に焦点をあて調査を行い分析した。その
結果、父親支援を行う上で父親の就労状況や
父親の親性など外的及び内面的な要因につい
て示唆を得ることができた。一方で、調査に
協力していただいた父親は比較的回答する時
間や気持ちにゆとりがあり、母親を介した調
査依頼の応諾から夫婦関係が良好であること
や調査に理解があり協力的な対象であったこ
とが推察でき、対象者の偏りがあったことは
否めない。そのため、父親のHRQOLに関連
する要因の予測モデルとして十分説明できた
とはいえず、他の要因の可能性も考えられる。
　今後の課題として、パートナーとの関係性
など他の要因との関連及び親性に関する様々

な尺度との検討が必要である。また、調査対
象を広げるとともにWebでの回答を求める
など回答率を上げることにより、より現状を
把握できるような調査の実施方法も必要と考
える。

Ⅶ　結論

１．生後４か月頃の子どもをもつ父親のHRQOL
　のPCSは50.21（SD 6.15）点と国民標準値
　の平均値より高く、MCSは48.82（SD 7.02）
　点と国民標準値の平均値より低かった。
２．就労状況と親性の関連からみた父親の

HRQOLに影響する要因として、PCSを高
める要因は「子どもの数」と「職場の上司
や同僚の理解や支え」であり、低下させる
要因は「子ども誕生後の就労調整の困難さ」
であった。MCSを高める要因は親性の「役
割遂行への適応感」であり、低下させる要
因は「子ども誕生後の就労調整の困難さ」
であった。

３．看護職は父親を母子の支援者として捉え
るだけでなく、支援の対象であることを認
識し、父親の心身の健康状態の理解と互い
を理解し支え合い必要な時に就労調整が容
易にできる職場の環境づくりの提言と、両
親学級の充実など妻の妊娠期から父親の親
性の発達を促進する支援の重要性が示唆さ
れた。
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